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ニューヨーク・コロンビア大学Robert	E.	Carroll教授の下で手外科修練を始めた私が初めて米

国手外科学会に出席し、サンフランシスコの開業医Dr.	Jack	Tupperに誘われてDr.	Minor	Nichols

（アメリカ人）、Mr.	Bernard	M.	O'Brien	（オーストラリア人）、私（日本人）の4人が連れだってサ

ンフランシスコ見物に出かけ、fisherman’s	wharfで食事を楽しんだ。Mr.	O’Brienとは初対面であ

り、彼についての知識はまったく無かったし、オーストラリアの医学知識も乏しかった。内科医は

Doctorであるが、外科医はMisterと呼ばれることすら知らなかった。だが、訛りの強い英語で活発

に話すMr.	O’Brienには強い印象を受けた。

Mr.	Bernard	M.	O’Brien	（1924～1993）	はメルボルン生まれの有能な学生で粘り強い運動選手

として知られていた。1943年彼はメルボルン大学に籍を置いて科学と医学の研究を始め、メルボ

ルンの聖ヴィンセント病院やロイヤル・メルボルン病院で働きながら勉

学に励み、1954年に臨床外科と組織病理学を習得し、翌1955年手術マ

スター学位を取得した。そして、1956～1957年英国オクスフォード大学

で整形外科を研修し、その後米国ニューヨークのルーズベルト病院で

6ヶ月間形成外科を勉強した。海外留学を終えて豪州へ帰国した彼だっ

たが、望む職が見つからず数年間眼科教授の下で顕微鏡を用いて神経組

織に関する研究に従事していたが、1968年彼は奨学金を得て、小血管

や神経縫合を研究するマイクロサージャリ研究所を立ち上げた文献1，2）。

後年にはマイクロサージャリの開拓者として有名になったが、1965年

の初対面当時には未だ有名ではなかった（写真1）。

私が米国で手外科研修を終えて帰国した6年後の1971年に玉井進先生（（奈良医大）が切断指再

接着に成功し、手外科分野におけるマイクロサージャリに注目が集まった。この頃には京大手外科

グループも安定し、紹介患者の数も増えていた。

1973年秋に森英吾先生（当時、京都市立病院整形外科部長）からの紹介状を持った20歳男性が来

院した。転倒によって右尺骨々幹部骨折を被ったが、長期保存療法では癒合せず、髄内固定術・骨

移植術など3回の手術を行っても骨癒合が得られない症例であった。市内随一との名声高い整形

外科医からの依頼であったから従来の治療法では治せない症例だと直ちに悟った。色々な検索結

果と文献渉猟により此のneurofibromatosis症例には血管柄付き遊離腓骨移植術（free	vascularized	
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写真1：Bernard McCarthy 
O’Brien (1924･12･25～
1993･8･14)

312



fibula	graft）以外の治療法はないと結論した。奈良医大で微小血管縫合術を学んだ藤川重尚先生が

主治医となり、1973年12月18日マイクロサージャリの経験がある4人の整形外科医が約10時間

かけて無事手術を終えた。最重要である血管縫合は藤川君が担当し、手術記事も主治医であった彼

が英語で丹念な手術記事6枚、付図4枚をカルテに書いた（下記の手術記事1～6、および次ページ

の付図1～4）。術後経過は順調であった。術後約1週間経った頃、Mr.	Taylorと名乗るオーストラ

リアの形成外科医が来院した。Mr.	O’Brienの下で仕事をしていると云う彼は病棟回診をしながら

熱心に各症例の説明を聞いていたが、特にvascularized	fibula	graft症例には強い関心を示し、回診

後に藤川先生が書いた英語の手術記事と挿絵を熱心に読み、カメラに収めていた。その後、彼から

は何の連絡もなく、再会した事もない。

藤川先生は約半年後の1974年7月に藤巻有久先生（順大）と同じ飛行機でオーストラリアに向か

い、メルボルンのMr.	O’Brienの下で6ヶ月間微小血管縫合を用いた動物実験を行い、6ケ月後に

無事帰国した。当時、O’Brienの研究所にはイギリス、イタリア、アメリカなどの研究者に交じっ

て日本の豊島先生（大阪市大）、久保先生（広大）が居られ、其の後も日本から多くの先生方がMr.	O’

Brienの下で勉強された。
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1975年Mr.	Taylorはfree	vascularized	fibula	graft	 の論文を発表した文献3）。その論文には

vascularized	fibula	graftを3例に行い、良結果を得たと報告した。しかし、日本での体験について

は何も触れられておらず、又その論文著者の中にMr.	O’Brienの名前が無かったのは意外であった。

噂によると、彼はその論文を書いてから間もなくカナダの有名大学に移ったそうだ。1977年に出

版されたBarnard	O’Brien著“Microvascular	Reconstructive	Surgery”の中でvascularized	fibula	

graftの章に「この術式はTaylor以前に（Ueba）が行っていたかも知れぬ」と記載している文献4）。彼は

Mr.	Taylorか藤川先生から或る程度の情報を得ていたに違いない。

1978年8月にサンフランシスコで第2回世界マイクロサージャリィ学会（World	Microsurgery	

Congress	II）が	会長Dr.	Bealeのもとで開催されたので京大手外科グループの梁瀬義章先生、清水

克時先生らと共にそれに参加した（写真2）。私は8月30日に“Bone	union	and	vascularization”	の
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口演を行い、その中で我々の行ったfree	vascularized	fibula	graft術式について話した。其処には

若いアメリカ手外科医が多数臨席し、私の話を熱心に聞いてくれた。

私達の行った遊離血管柄付き腓骨移植術が我国で開発されたことは光嶋勲教授（東大・形成外科）

や玉井進教授（奈良医大・整形外科）のご支援により国内では比較的早く認められたものの、外国で

はなかなか認められなかった。その主な理由は私自身がこの手術についての論文を書かなかった

からである。実は、手術後の移植腓骨は予測したように生着したのだが、腓骨遠位接合部の骨癒合

が遅延していたので論文発表は控えていたのである。ようやく1982年に論文が出来上がり、整形・

災害外科誌に“…9年間のfollow-up”の題名をつけて投稿したが、出版は翌年の1983年に持ち越さ

れた文献5）。従って、読者は1974年にこの手術が施行されたと考えたのであろう。外国では日本語

論文はなかなか読まれない上に手術時期がMr.	Taylorの初回手術年と同年であったので、当然注

目に値しない論文であった。だが、幸いなことにWorld	Microsurgery	Congress	IIに出席していた

Mayo	ClinicのDr.	Michael	Woodが1990年に出版した“Atlas	of	Reconstructive	Microsurgery”文献6）

によってアメリカ国内で詳細が知られるようになり、他国でも次第に認められるようになった。現

在ではfree	vascularized	fibula	graftは世界中の整形外科、形成外科、手外科、口腔外科などの広い

領域で頻繁に使われている。	

この手術法により私は多くのことを学んだ。①新しい術式を開発するには、その動機と情熱を

必要とし、それに対応できる知識と技術を常に持たねばならない。そして、その成功は真に大き

な喜びである。血管柄付き腓骨移植術が神経線維腫症骨折の治療に新たな希望を与え、現在では世

界中で行われているのは絶大な喜びであり、誇りでもある。②この術式が早く世界に広まったの

は、vascularized	fibula	graftの論文を国際的医学誌に初めて掲載したMr.	Taylorのお陰であり、彼

World Microsurgery Congress II会場（1978.8.30日）にて。 左より梁瀬義章、Beale会長、
上羽、清水克時、（氏名不明）
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がこの手術適応を更に拡げたのである。その意味では、彼に深く感謝している。だが、指導を受け

たMr.	O’Brienを無視した行動には何か違和感を覚える。また、日本での経験に敬意を払うならば、

更なる交流を深めることが出来たであろう。③この術式が世界に広まったのは藤川先生が英語で

手術記事を書いたからである。この手術がオーストラリア人によって世界に普及されたのは、矢張

り意外であった。英語が国際語であると実感した。現代医学分野では学会発表も論文発表も出来

るだけ早い機会に英語で行うのが賢明であろう。④現在の手術記事はパソコンで書かれるが、矢張

り手書きには美しさと品格が備わっている。これは単なるノスタルジアなのだろうか。	
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